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腐敗認識指数
清廉な政府というシンガポールの評価は、汚職に関するあらゆる国際比較
に表れています。トランスペアレンシー・インターナショナルの2025年腐
敗認識指数において、シンガポールは100点中84点を獲得し、182か国中3
位となりました。順位は前年と変わらず、アジア太平洋地域で最高の結果
です。世界最高のスコアは89点でした。1スイスは80点で6位、香港は76点
で12位、アラブ首長国連邦は69点で21位でした。2

この指数は、専門家や企業関係者を対象とする調査を基に、公的部門にお
ける汚職の認識を測定するものです。民間部門の汚職は対象外です。ま
た、ある法域の銀行が他国で行われた汚職の収益をどの程度保有している
かも測定していません。そのため金融センターは、この指数で非常に高
い評価を得ながら、同時に海外からの不正資金の受け皿となることがあり
得ます。同じ乖離はスイス、ルクセンブルク、英国にも当てはまります。
これらの国はいずれも指数で上位にありながら、外国の泥棒政治家（クレ
プトクラート）が関わる事件に繰り返し直面しています。
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世界正義プロジェクトの法の支配指数
最も詳細な比較測定は、世界正義プロジェクト（World Justice Project）の
法の支配指数です。同指数は21万5,000件を超える世帯調査と、法律実務家
および専門家を対象とする4,100件の調査に基づいており、2025年版では
143の国と法域を対象としています。シンガポールは0.78のスコアで16位で
した。これは14位の英国、15位の日本と四捨五入後で同じスコアです。東
アジア・太平洋地域では15か国中4位で、ニュージーランド、オーストラ
リア、日本に次ぐ順位でした。3

総合スコアの陰には、際立ったばらつきが隠れています。シンガポール
は、汚職の不在と秩序・治安で世界2位、規制の執行で3位、民事司法で6
位、刑事司法で8位でした。一方、政府権力の制約では28位、開かれた政
府では35位、基本的権利では37位にとどまりました。4このパターンは、
シンガポール・モデルを最も明快に要約しています。誠実な公務員、一貫
した規制の執行、効率的な民事裁判所など、商取引の当事者にとって最も
重要な要素は世界のトップにあります。これに対し、行政府に対する
チェック、表現の自由、政府情報へのアクセスなど、市民と国家の関係に
関わる要素は上位の中ほどに位置しています。

世界正義プロジェクトは、2025年版での変化にも言及しています。それに
よれば、意見と表現の自由は、調査対象国の73％と同様にシンガポールで
も後退しました。また、司法が行政権を制限しているか、民事・刑事司法
が政府の不当な影響を受けていないかを測る指標も、過半数の国と同様に
シンガポールで低下しました。民事司法は68％の国で弱まりましたが、シ
ンガポールでは弱まりませんでした。5総合スコアは1％未満ながら上昇し
ており、変化はわずかでした。それでも、この指数が、シンガポールと表
の上位を占めるリベラル・デモクラシー諸国との違いが表れるまさにその
側面に敏感であることがわかります。2026年10月21日に公表された2026年
版では、シンガポールは0.79のスコアで14位に上昇し、地域内でも日本を
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抜いて3位となりました。要素別順位のパターンはほとんど変わっていま
せん。秩序・治安で1位、汚職の不在で2位、政府権力の制約で27位、開か
れた政府と基本的権利でともに36位です。6

Doing Businessから民主主義指数まで
契約執行に関する数値を先に引用したDoing Businessシリーズは、現在は存
在しません。世界銀行は、2018年版と2020年版のデータ不正に関する調査
を経て、2021年9月16日にこれを廃止しました。7その数値は、2019年時点
での訴訟の速さと費用を示すものとして、なお有用です。後継となる世界
銀行のBusiness Readyプロジェクトは異なる手法を用いているため、両シ
リーズを直接比較することはできません。

政治的自由の指数は、異なる姿を示します。フリーダムハウスは2025年、
シンガポールを「部分的に自由（Partly Free）」と評価しました。スコア
は100点中48点で、内訳は政治的権利が40点中19点、市民的自由が60点中
29点です。独立した司法が存在するかという設問では4点中1点しか与えな
かった一方、公務員の汚職に対する保護措置の強さについては4点中3点を
与えました。エコノミスト・インテリジェンス・ユニットの民主主義指数
は、シンガポールを「欠陥のある民主主義（flawed democracy）」に分類し
ています。8

ランキングが測るものと見落とすもの
契約執行における世界銀行の1位と、司法の独立に関するフリーダムハウ
スの4点中1点という評価の乖離には、説明が必要です。二つの指標は異な
る問いを立てています。世界銀行が問うたのは、民間企業2社の間の売買
契約を執行するのに、どれだけの時間と費用がかかるかでした。フリーダ
ムハウスが問うのは、政治的に微妙な事件、たとえば政治指導者が提起す
る名誉毀損訴訟や野党が関わる事件において、司法が政府から独立してい
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るかどうかです。裁判所は、私人間の事件では迅速、有能かつ公平であり
ながら、政治的事件では国家に追従的であると受け止められることがあり
得ます。投資家は前者の指標を読み、人権団体は後者を読みます。

さらに、すべてのランキングに三つの限界が当てはまります。第一に、ラ
ンキングの多くは認識に大きく依存しています。認識は評判に遅れて追随
し、広報活動によって左右されることもあります。第二に、ランキングは
性質の大きく異なる問いを単一のスコアに集約します。そのため、世界正
義プロジェクトの要素別評価が明らかにするようなばらつきが見えなくな
ります。第三に、その大半は、外国の不正資金の受け皿としての法域の役
割について、ほとんど何も語りません。これこそ、金融センターにとって
最も重要なインテグリティ・リスクです。約30億シンガポールドル相当の
資産が関わった2023年のマネーロンダリング事件は、世界で最も汚職の少
ない5か国に数えられる法域で起きました。9この事件は、清廉な公的部門
が健全な金融センターに不可欠であるとしても、そこに流入する資金に対
する実効的な管理によって補完されなければならないことを示していま
す。

したがって金融センターにとって、ランキングの有益な読み方は選択的な
ものになります。汚職の不在、規制の執行、民事司法におけるシンガポー
ルの順位は、契約を執行可能にし、公務員を信頼に足るものにする資質を
測っています。基本的権利と政府の制約における順位は、そうした資質が
生み出される政治環境を測っています。ファミリーオフィスをどこに設立
するかを決める富裕な一族は、その両方を考慮するでしょう。前者は資産
を守り、後者はその地に対する長期的な信頼を左右するからです。

注

Transparency International、国別ページ「Singapore」
（transparency.org、2026年11月最終閲覧）：「Singapore has a score of
84 this year, with a change of 0 since last year, meaning it ranks 3 out of 182
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countries.」 汚職行為調査局（CPIB）、2026年4月28日付プレスリリー
ス：182か国中3番目に汚職が少なく、「84 out of 100」、アジア太平
洋地域で首位。Wikipedia、「Corruption in Singapore」（2026年11月最
終閲覧）：2025年版指数では「the best score was 89 (ranked 1st)」であ
り、世界平均は42、アジア太平洋平均は45。 ↩

Transparency International、国別ページ「Switzerland」「Hong Kong」
「United Arab Emirates」（transparency.org、2026年11月最終閲覧）：
スイス80/100、182か国中6位。香港76/100、182か国中12位。アラブ首
長国連邦69/100、182か国中21位。 ↩

World Justice Project、「Singapore Ranks 16 out of 143 in the WJP Rule of
Law Index」、プレスリリース、2025年10月28日
（worldjusticeproject.org）：同指数は「relies on more than 215,000
household surveys and 4,100 legal practitioner and expert surveys」であり、
「143 countries and jurisdictions」を対象とする。World Justice Project、
WJP Rule of Law Index 2025（worldjusticeproject.org、2026年11月閲覧）、
世界順位表：「14 United Kingdom 0.78」「15 Japan 0.78」「16
Singapore 0.78」「24 Hong Kong SAR, China 0.72」「37 United Arab
Emirates 0.64」。東アジア・太平洋地域の地域別表。World Justice
Project、2025年10月28日付プレスリリース：シンガポールは地域内15
か国中4位。 ↩

World Justice Project、「Singapore Ranks 16 out of 143 in the WJP Rule of
Law Index」、プレスリリース、2025年10月28日、要素別スコア順
位：Constraints on Government Powers 28/143、Absence of Corruption
2/143、Open Government 35/143、Fundamental Rights 37/143、Order and
Security 2/143、Regulatory Enforcement 3/143、Civil Justice 6/143、
Criminal Justice 8/143。 ↩

World Justice Project、2025年10月28日付プレスリリース：「Freedom of
opinion and expression」は73％の国で後退し、「including
Singapore」。司法が行政権を制限しているか、民事・刑事司法が政
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府の不当な影響を受けていないかに関する指標は、それぞれ61％、
67％、62％の国で低下し、「This includes Singapore」。民事司法は
68％の国で弱まったが、「but not in Singapore」。 ↩

World Justice Project、「Singapore Ranks 14 out of 143 in the WJP Rule of
Law Index」、プレスリリース、2026年10月21日
（worldjusticeproject.org、2026年11月閲覧）：総合順位14/143、地域順
位3/15。要素別順位はConstraints on Government Powers 27/143、
Absence of Corruption 2/143、Open Government 36/143、Fundamental
Rights 36/143、Order and Security 1/143、Regulatory Enforcement 3/143、
Civil Justice 6/143、Criminal Justice 8/143。World Justice Project、WJP
Rule of Law Index 2026（2026年11月閲覧）、世界順位表：「14 Singapore
0.79」「15 Japan 0.78」。東アジア・太平洋地域の地域別表：ニュー
ジーランド、オーストラリア、シンガポール、日本。 ↩

World Bank Group、「World Bank Group to Discontinue Doing Business
Report」、声明、2021年9月16日（worldbank.org、2026年11月閲覧）：
Doing Business 2018およびDoing Business 2020におけるデータ不正が2020年
6月に内部で報告された。「management has taken the decision to
discontinue the Doing Business report」。影響を受けた経済（他の報道
では中国、サウジアラビア、アラブ首長国連邦、アゼルバイジャン
とされる）は、この声明においても、2020年8月27日付の世界銀行の
声明においても名指しされていない。 ↩

Freedom House、Freedom in the World 2025: Singapore（freedomhouse.org、
2026年11月最終閲覧）：ステータス「Partly Free」、Global Freedom
Score 48/100、政治的権利19/40、市民的自由29/60。指標F1「Is there
an independent judiciary?」1/4。指標C2「Are safeguards against official
corruption strong and effective?」3/4。Wikipedia、「Politics of
Singapore」（2026年11月最終閲覧）：民主主義指数は「rated
Singapore as a ‘flawed democracy’ in 2025」。 ↩
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Wikipedia、「2023 Singapore money laundering case」（2026年11月最終
閲覧）：2023年8月15日に強制捜査。外国籍の10人を逮捕。「assets
worth 3 billion SGD」。10人全員が有罪となり、量刑は約13か月から17
か月。有罪となった10人が9億4,400万シンガポールドルを引き渡し
た。 ↩

Disclaimer

This article is provided for general information only. It is based on publicly available sources as at its
date of publication. These sources have not been independently verified against licences, regulatory
registers or the records of the entities concerned. It is not legal, tax, financial or investment advice.
Nor is it a recommendation to invest in, transact with or use the services of any entity mentioned.
Law and regulation change frequently, so the content may be incomplete or outdated. To the fullest
extent permitted by law, Dr Alexander Ressos and the publisher of SingaporeIQ exclude all liability
for loss or damage arising from the use of or reliance on this article. Readers should obtain advice on
their specific circumstances before acting or refraining from action.

Names and trademarks of the entities discussed belong to their owners and are used for identification
only. Their mention implies no endorsement, affiliation or allegation of wrongdoing. All Singapore
law advice is provided by a duly licensed and regulated firm of Singapore advocates and solicitors
only  on  the  basis  of  an  express  written  letter  of  engagement.  Corrections  and  updates:
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